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三国幼稚園
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あ‖春して お働てこうごぜ‖春す
新 しい年が明け、3学期がスター トしました。子どもたちは、年末年始ならではの体験をし、

楽しい冬休みを過ごしたことで しょう。

「一年の計は元旦にあり」と言いますが、それぞれのご家庭で今年の目標や計画を立てられ

ましたか。三国幼稚園は体園まで 3ヶ 月となりましたが、最後まで保護者の皆様と手を取り合

い地域に愛される幼稚園作りに努めていきたいと思います。ご支援とご協力をよろし<お願い

いたします。

3学期は、一年で一番短い学期ですが、進学や進級に向け子どもたちが大き<成長する時期

です。年長児は、一年生になる喜びや期待と同時に、不安を感 じる子もいることで しょう。つ

いつい「もうすぐ一年生でしょ、がんばって」「そんなことでは少学校でこまるよ」などと言

いた<なりますが、この言葉がプレッシャーになつたりすることもあります。入園の頃に比べ

て成長 したところを子どもたちと一緒に確かめながら、気負わず安心して小学校へ行けるよう

にしたいものです。「 自分のことは自分でする」「人の話を聞 <」 など、基本的なことを身に

つけて、小学校進学に向け充実 した園生活にしていきたいと思います。

年少組は、教師や反達と思いを出し合って遊べるようにごっこ遊びをしたり、卒園する年長

児を祝つてお別れ会をしたりします。お別れ会では、今度は自分たちが大きい組になることを

感 じ取れるように、準備や係の仕事の引き継ぎに取り組みます。また小郡幼稚園の園児との交

流会で反達を作つたり、小郡幼稚園での生活を体験 したりして、小郡幼稚園に通うことを楽 し

みにし、大きい組になつて頑張ろうという気持ちを育てていきたいと思います。

楽 しい思い出をた<さん作り、「もうすぐ一年生」「もうすぐ大きい組さん」と、子どもた

ちが期待に胸をふ<らませ、笑顔が輝<ようにしていきたいと思います。
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一人一人が輝いた生活発表会(12月9日 日曜日)

先月の生活発表会参観では、寒い中、大勢のお家の方に参観していただいてありがとうご

ざいました。12月に入つてから病気で体む子も出始め、なかなか全員揃つての練習ができな

いこともありましたが、当日は年少組も年長組も欠席がな <、 全員揃つて発表できました。

た<さんの方に観ていただいて、子どもたちはドキ ドキしながらも嬉しさにあふれていまし

た。お家の方々を前に、いつも以上に張り切って大きな声が出ている子や、緊張からなかな

かセリフが出てこなかつたり、声が小さ<なったりする場面もありましたが、一人一人が今

持っている力を十分に発揮することができていたと思います。 約 1か月、反だちと力を含

わせて濠」や歌・含奏に取り組んできました。この取り組みを通して「○○ちゃん上手」と反

だち同士認め合ったり、「○○君の話し方おもしろい」と、反だちの新たな一面を見つけた

りなど、反だちとの関わりが深まり、クラスのみんなで力を合わせて取り組む楽しさを味わ
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22日 のおもいで 重
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